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シャンテ「合唱曲委嘱特集」No，１

 　　 ♪あなたの想いを、自由に表現してください♪
～混声合唱組曲「みどりの風に」歌詞団内公募について～　　　

2012.9/1
皆さん！合唱団の新しい夢の実現に、チャレンジしてみませんか。

第16回定演での委嘱第一号「みどりの風に～平和・夢・未来～」初演の成功をきっかけに、当団にまた新しいエ

ネルギーが生まれつつあります。団結成20周年(2015)／第20回定演記念事業(2016)に向け新委嘱曲作業に着手し

ます。

「詩」というと少し身構えてしまいがちですが、まずはふっと浮かんだこと、感じたことを、チラシの裏にでも書

き留めてみてはいかが。それをじっと眺めているうちに・・・。
　『みどりの風に』誕生のきっかけは、童画家いわさきちひろさんの画集や詩人佐々木幹郎さんのエッセイ集「河内

望郷歌」からの着想です。もしかすると、ご自宅の書棚にある一冊の絵本、壁にかかっている一枚の絵、かつて観

た映画のワンシ－ンなどから、ちょっとしたヒントが見つかるかも。あなたの“心”をそっとつぶやいてみてくださ

い。“音楽の力”を信じて・・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　




団ＨＰだより　行楽会・五箇山敢行（観光）します  2012年 08月 07日 09時 25分 56秒 
数年ぶりに秋（晩秋）の行楽会を実施いたします。お世話役は、当方岡毅と貞松先生で行ないます。今回は、初の宿泊旅行とし『富山県五箇山』方面にまいります。日程は、１１月２４日～２５日。来年の定演では『富山に伝わる三つの民謡』を再演いたしますが、最近取り上げている曲に比べて比較的リズムや音程の難度はゆるい曲ですが、その分上手に歌いこんでお客様に楽しんでいただくように演奏したいものです。民謡独特の方言や掛け声などもあり、そのあたりを上手く歌うために、現地の風景（世界遺産の合掌造りや田園）や資料館などを回り、モチベーションを高めたいと思います。歌詞にも出てくる「むぎや節（祭り）」「こきりこ節（祭り）」を資料館で、そして「五箇山の里」を目で見て肌で感じましょう。そして夕食は宴会場でみんなで盛り上がりましょう。ご家族の参加もＯＫです。宿泊場所は、五箇山荘を予約しました。宿舎はネットで検索できますのでご覧ください。1泊１０６５０円（２食付）で、ほかに交通費として＋５０００円程度を予定しています。２０名から３０名程度で開催したいと思いますので、次回練習時より参加者を募集いたします。ふるってご参加ください。（岡団長より）







次の資料と写真は、Ｔ本多さんのご提供です。




２０１２年９月１日　　　　作成責任及び文責　古畑　等
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シャンテ担当者古畑　等から：皆さんの原稿をお願いします。新入団等、未投稿の方は積極的にお願いします。下記のメルアドで古畑までご投稿していだだけます。１００６ｆｍｈｉｙ＠ｊｃｍｏ．ｚａｑ．ｎｅ．ｊｐ　　


※団ホームページ　団員専用コーナーへは次のIDでお入りください。








２０１２年９月１日　　　　作成責任及び文責　古畑　等





箱根八里　【第一章　昔の箱根】





箱根の山は　天下の嶮


箱根の山は　天下の（てんかの＝この国(世)中で一番の）嶮（けん＝険しいところ）


函谷關も　物ならず　函谷關も（かんこくかんも＝中国長安の都を守るため険しい谷合に設けた関所も）　物ならず（ものならず＝ものの数ではない、比ぶべくもない）


萬丈の山　千仞の谷


萬丈の（ばんじょうの＝１丈は１０尺約3.3ｍで、非常に高い）山　千仞の（せんじんの＝１仞は１尋に同じで約6尺、2ｍ弱で、非常に深い）谷


前に聳え　後に支ふ


前に聳え（そびえ＝万丈の山がそそり立ち）　後に（しりえに＝背後に）支ふ（さそう＝千仞の谷が八里道を支える）


雲は山を巡り　霧は谷を閉ざす


雲は山を巡り（＝雲は山をよこぎったり、山頂をかすめて流れ）　霧は谷を閉ざす（＝霧は蓋をしたように谷底を隠して湧き立っている）


昼猶闇き　杉の並木


昼猶闇き（ひるなおくらき＝日中でも木の下闇で暗い）　杉の並木（＝関所前の杉並木）


羊腸の小徑は　苔滑か


羊腸の（よぅちょうの＝山羊の腸のように曲がりくねった）小徑は（しょうけいは＝小道）　苔滑か（こけなめらか＝苔が一面にむして滑り易い）


一夫關に当るや　萬夫も開くなし


一夫（いっぷ＝一人の男・兵が）関に（かんに＝関所に）当るや（あたるや＝護りにつくや）　萬夫も（ばんぷも＝万の男・軍勢が攻めても）開くなし（ひらくなし＝関所を落とすことができないような要害だ）


天下に旅する　剛毅の武士


天下に（てんかに＝国中を）旅する　剛毅の（ごうきの＝意志が強くくじけない）武士（もののふ＝武家）（Wikipedia では剛毅を＜剛氣＞としているが、二番では＜剛毅＞のまま）


大刀腰に　足駄がけ


大刀腰に（だいとうこしに＝刀を落とし差しに）　足駄がけ（あしだがけ＝素足に高下駄をつっかけて）


八里の岩根　踏み鳴らす


八里の岩根（＝岩だらけで険しい八里に及ぶ道を）　踏み鳴らす（＝下駄の音も高らかに堂々と闊歩する）


斯くこそありしか　往時の武士


斯くこそありしか（かくこそありしか＝このようなものであったのだろう）　往時の武士（おうじのもののふ＝昔の侍は）（往時を往事としているものがある）














団員投稿：Ｂ山本さんから。


ピアノの井関先生の口添えで入団して早７・８年・最初の練習で驚いたのは和田先生の発声練習でした。この時この団に全体入りたいと心に決めたものでした。当時ベースのパートリーダーが貞松先生で横に付いて下さって歌ってもらえたので何とか舞台に乗ることができました。それから約5年ほど過ぎると段々聴きに来てくれる友人も増え、近頃は毎回15～20人程来てくれるようになりました。その内半分以上は合唱経験は無い人ですが、リピーターも8割ほどいます。難しいことは分からなくても1日を楽しんでくれたらこちらもまた頑張って、聴きにきてもらえるよう練習をしたいと思っております。（山本さん投稿ありがとうございます）








９月です。定演ＤＶＤなどご覧になった方も多いでしょう。お客様アンケートに加えて団内アンケートを行いましたところ、よくできたという声が多い中、イマイチ（曲による）という感想もありましたね。辛口の反省を書いてくださった方にこそお礼を申し上げます。「勝ってかぶとの緒をしめよ」です。今後もどしどしご意見ください。当面はまずコーラスフェスティバルです。「みどりの風に」をもう一度聴きたいというお客様の声に応えられるよう、気を引き締めて歌いたいですね。





■源田俊一郎先生からのメッセ－ジ


委嘱曲の制作継続の件、謹んで受けさせていただきます。私も5曲くらいの組曲にして、3拍子や8/6拍子など変化にとんだ構成にできればと思っています。「みどりの風に」というタイトルで全体をくくり、今回の曲を冒頭か終曲にしてこれから作る曲をイメージしていけば、歌詞の創作も具体的に進められるのではないでしょうか。合唱団の皆様のお顔と、できた曲を広く歌っていただきたいという皆様の想いを受け止めて、私はさらによい曲を生み出せるよう精進したいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。」　[2012.8拝受Mail]　





諸連絡


○定演関連：ＤＶＤ・ＶＨＳテープ・ＣＤが販売されています。定演の写真はＡ楢崎さん担当です。


○団長から：４日に運営委員会を行い、次のような報告になりました。


①今後、練習開始が６時30分となって練習時間が長くなります。立って歌うと言う指示があっても、体力面で無


理をせず着席で歌うことも認めあおう。


②今後の委嘱曲については岡田重信さん・奥野時子さんを中心に委員会を設けて検討する。あらたな歌詞公募、源


田先生に「みどり・・」を組曲に委嘱するなど数年かけて取り組み、第20周年記念・第20回演奏会記念などの充実にみんなで頑張ろう。（8月18日練習時の出席者の拍手承認を受けました。）岡田さん発表で、委嘱委員にＳ米沢美智子さん・Ｓ貞松朋子さんのお二人が新たに入られました。よろしくお願いします。なお18日は練習後、


さっそく委嘱曲委員会が行われました。（別記）御苦労さまです。


③今後、練習計画を早めに決め、合宿までに音取り練習等の特練はすませたい。


○コーラスフェスティバル：Ｔ本多さんから。受付など分担数名お願いします。合同曲は「つばさをください」です。


　詳細は別紙参照。


○団企画「富山市五箇山ツアー」：11月24日（土）～25日（日）です。申込はお早めに。幹事は岡団長。別記。


○入団されました。Ａ矢原万莉さん・Ａ宮本美歌さん。ようこそ！





＜歌詞公募要領＞　


○合唱組曲「みどりの風に」を射目－時した創作菓子をお願いします。


♪字数、様式は問いません。ペンネ－ムでのエントリ－もOK！


♪広く歌っていただくことを想定し、地域名などの固有名詞は控えてください。


♪採用の場合、作曲者との調整で修正されることがありますのでご了承ください。


○選考は選定委員会(貞松先生(委員長)、岡団長、和田先生、井関先生)で行います。


○源田先生には年明けに歌詞をお渡しする予定ですので、10月末を締切とします。　　


○その他、委嘱曲に関しての思い、イメ－ジ、応援メッセ－ジなどをお寄せ下さい。


☛みんなでつくろう！合唱曲「みどりの風に」メッセ－ジカ－ド  


　　　　　　　【委嘱委員：岡田、奥野(時)、貞松(朋)、米澤　(あいうえお順) 】





練習状況　８月４日(土)


　和田先生はブレスや声慣らし（ＢＲＲＲＲ）の後、各パート別に丁寧に声のチェックをしてくださいます。ＳとＴは明るい頭声、ＡとＢは豊かに深くなど声質が整っていきます。最近はよくＰＰの我慢の筋肉を指導されます。今回の演奏会で源田先生から「『海よ』では最終小節のハミングＭ――の終わり方がよかったです。」と誉められましたが、これが「我慢の筋肉」の修行の効果でしょうね。


貞松先生もすべての演奏曲で「フレーズの終わりは押して歌うより、うまく引きましょう」と言われます。演奏の成否はこういう細かい所にコツがあるようです。サツマイモのイメージかな？


　練習曲は「林光抒情曲集」から「城ケ島」。パート別音取りのあとアンサンブルをしました。ソロ以外はオールHum―。言葉無しでの表現を求められています。これも勉強ですね。


　また９月９日のコーラスフェス向けで再度「みどりの風に」「ルパン」の歌いこみをしました。「みどり・・」は定演時より若干アップテンポで指揮されているようです。遅れないようハキハキと歌いましょう。


８月１８日(土)


　ＶＴは先生方がお休み。代わりに「つばさをください」を貞松先生のピアノで声出し・楽譜確認をしました。「このおおぞらーに　つばさをーひろげ」というフレーズ等で付点音符を効かせて歌いましょうと指示がありました。


　パート練習は林光曲集「からたちの花」「城ケ島の雨」音取り。


全体練習に入ったときサプライズがありました。ローマ帰りの太田真紀先生のご訪問です。「ちょうど、『からたちの花』のＳソロさんが未定なので歌ってもらえませんか。」と団長がチャッカリお願い。太田先生は美声でソロを、我々はそれに合わせてアンサンブルできました。さらに太田先生はローマでのご研究の一端「シェルシ作曲アヴェマリア」を優雅に歌って聞かせていただきました。ありがとうございます。太田先生。


　練習は「からたち」「城ケ島」から「荒城の月・箱根八里」。林光曲集の半分まで進んだことになります。コーラスフェスティバル「ルパン・みどりの風」を通しました。また、「海よ」を通して歌いました。








【第二章　今の箱根】





箱根の山は　天下の阻　


箱根の山は　天下の阻（てんかのそ＝国一番の険しい地形、険阻な道）（阻を岨としているものがある）


蜀の棧道　數ならず


蜀の棧道（しょくのさんどう＝


＝中国三国志の時代、劉備は


魏の曹操に追われ、五丈原から


現在の四川省に逃れるため険阻


な断崖に沿って桟道を作り、追


っ手を撃退しながら四川の地に


入り＜蜀＞を建国した。以後


＜蜀の桟道＞は諸葛孔明に戦略として利用される。＜桟道＞は、＜木曾の桟（かけはし）＞のように＜はし＞が付くことから吊橋のたぐいと思われがちだが、棒杭をピトン（ハーケン）のように崖に打ち込んで、それを繋げていく道のことである。）數ならず（かずならず＝物の数ではない。一番には＜物ならず＞とあり、比較の対象にもならないという同意）


萬丈の山　千仞の谷　前に聳え　後に支ふ


山道の急カーブを曲がると前方が険しい山後方が深い谷という光景が出現する。嶮山の中腹に取付けた道を想像


雲は山を巡り　霧は谷を閉ざす　昼猶闇き　杉の並木


羊腸の小徑は　苔滑か　一夫關に当るや　萬夫も開くなし


山野に狩する　剛毅の壯士


山野に狩する（＝江戸時代箱根山中で狩をすることは関所があったため眼が厳しかった。明治に入って自由となり壮健な者達が狩をおこなった）剛毅の壮士（ますらお＝意気盛んな若者のことだが、自由民権運動論者や街頭で公然と政治を語るものも壮士（そうし）と呼んだ）（壮士を最初から＜ますらお＞と読んだか判然としないが、その結果からか近時は＜健児＞などと漢字表記するものがある。Wikipedia は＜ますらお＞と平仮名にしている）


猟銃肩に　草鞋がけ


猟銃肩に（＝明治34年頃には元込め式の猟銃が普及していたと思われる）　草鞋がけ（＝狩猟スタイルはニッカボッカにブーツハンチング帽だったが、壮士は昔ながらのスタイルで草鞋を履いて山野を駆け巡った）


八里の岩根　踏み破る


八里の岩根　踏み破る（＝踏破と同じ意味合い）


斯くこそありけれ　近時の壯士


斯くこそありけれ（＝このようであってほしいのだが）　近時の壮士（きんじのますらお＝近頃の壮士は）





本多さん、ありがとうございます。剛毅・・団長かな？
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